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第3章 地域の概況及び地域特性 

3.1 調査対象地域等の設定 

対象事業実施区域及びその周辺における自然的社会的状況に関する情報を収集し、当該地域の

地域特性の把握に努めました。 

自然的社会的状況に関する情報の収集は、図 3.1-1 に示すとおり、本事業の影響を網羅できる

範囲として、対象事業実施区域を中心とした約４km 四方を含む区域（以下、「調査区域」といい

ます。）を対象として行うことを基本としました。統計データの情報収集に関しては、神奈川県横

浜市瀬谷区、神奈川県横浜市旭区、神奈川県横浜市緑区、神奈川県大和市、東京都町田市の２市

３区（以下、「調査対象地域」といいます。）を対象としました。 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

図 3.1-1 調査対象地域等の位置 

相模原市 
緑区 
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図 3.2-9 国有地における土壌汚染調査区画及び基準超過区画の位置 

資料：「旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業 環境影響評価書」（横浜市 令和４年３月） 
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6.2-114 

 

・屋外スポーツ施設に設置するナイター照明、駐車場及び園路に設置するポール照明は、誘

虫性の低い LED 照明を使用し、「光害対策ガイドライン」（環境省 令和３年３月）を踏ま

えて適切な照明設備の数・配置、遮光板による配光制御、適切な光量・光色の設定等の対

策を検討し、夜間の安全な利用とともに、周辺の住居及び生物の生息環境への光害を可能

な限り抑制します。また、対象事業実施区域の境界に高木を含む樹木の植栽を行うことで、

照明設備の使用による対象事業実施区域外への光漏れを軽減するなどの対策を行います。 

 

 

図 6.2-16 対象事業実施区域の生態系ネットワーク 
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注１：断面の位置は、前掲図 6.2-16 に示します。 

Ａ 

Ｂ 

ガーデン３周辺のイメージ 

ガーデン４周辺のイメージ 

Ｂ’ 

Ａ’ 

図 6.2-17 ガーデン３、４断面図 
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図 6.2-18(1) 現況（人工的土地利用域） 

 

 

図 6.2-18(2) 施設の存在時（人工的土地利用域） 
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図 6.2-19(1) 現況（谷戸地域） 

 

 

図 6.2-19(2) 施設の存在時（谷戸地域） 
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図 6.2-20(1) 現況（樹林が点在する広大な草地域） 

 

 

図 6.2-20(2) 施設の存在時（樹林が点在する広大な草地域） 
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図 6.2-21(1) 現況（和泉川源流域） 

 

 
図 6.2-21(2) 施設の存在時（和泉川源流域） 
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表 6.2-37(4) 環境の保全のための措置 

区分 環境の保全のための措置 

【供用時】 

施設の存在・土地

利用の変化 

【和泉川源流域】 

・土地区画整理事業によって動植物の生息・生育環境が整備・創出される範囲

及びその周辺において、「横浜市森づくりガイドライン」(横浜市環境創造局

みどりアップ推進課 平成25年３月)を参考に、環境特性や保全対象種等に合

わせた維持管理計画を作成し、モニタリングによる保全対象種の確認と計画

の見直しを行うとともに、在来種の保全の観点から、注意が必要な外来種の

開花・結実時期に合わせた刈り取りや駆除等を実施し、保全・創出した環境

が継続するよう人為的攪乱も含め順応的な維持管理を行います。特に、ガー

デン３、４の HWL 以上の範囲には、草花や花木を主体とする植栽帯を整備し

ますが、源頭部であることを踏まえ、丁寧な管理による病虫害の早期発見

や、食害に強い品種の導入等により農薬や殺虫剤、肥料の使用を極力抑える

ことで水路への溶出を避け、河川の水質への影響を最小限にします。 

【供用時】 

 施設の運営 

・屋外スポーツ施設に設置するナイター照明、駐車場及び園路に設置するポー

ル照明は、誘虫性の低い LED 照明を使用し、「光害対策ガイドライン」（環境

省 令和３年３月）を踏まえて適切な照明設備の数・配置、遮光板による配

光制御、適切な光量・光色の設定等の対策を検討し、夜間の安全な利用とと

もに、周辺の住居及び生物の生息・生育環境への光害を可能な限り抑制しま

す。また、対象事業実施区域の境界に高木を含む樹木の植栽を行うことで、

照明設備の使用による対象事業実施区域外への光漏れを軽減するなどの対策

を行います。 

 

 

 
注１：HWL とは、計画高水流量が河川改修後の河道断面を流下するときの水位を示します。 

図 6.2-24 土地区画整理事業が主体となり、本事業と調整を図りながら実施する 

環境保全措置及び調整池４の整備 
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図 6.3-9(1) 現況（谷戸地域） 

 

 

図 6.3-9(2) 施設の存在時（谷戸地域） 
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図 6.4-3 低地の樹林・畑地・草地の生態系及び湿性低地・河川の生態系における断面模式図（現況） 

 

(2)谷戸地域 瀬谷市民の森 (1)人工的土地利用域 (3)樹林が点在する広大な草地域 (4)和泉川源流域 

畑地・草地 落葉広葉樹林（コナラ群落） 

低地の樹林・畑地・草地の生態系 

湿性低地・河川の生態系 湿性低地・河川の生態系 
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表 6.4-7 緑地面積 

区分 緑地面積（ha） 被覆率（％） 

低茎乾生草地、地被 約 8.7 13.5 

低茎乾生草地 

（粗放的管理を行うエリア、 

高茎乾生草地のエリアを含む） 

約 9.7 15.0 

高茎乾生草地 約 1.0 1.6 

湿生草地 約 0.6 0.9 

草地等（疎林） 約 5.0 7.8 

草花や花木を主体とする植栽帯 約 2.7 4.1 

庭園等 約 4.7 7.2 

農園等 約 0.9 1.4 

植栽樹林 約 7.6 11.8 

既存樹林 約 4.7 7.3 

合計 約 45.6 70.7 

注１：「低茎乾生草地、地被」、「低茎乾生草地（粗放的管理を行うエリア、高茎乾生草地のエリア

を含む）」、「高茎乾生草地」、「湿生草地」、「草地等（疎林）」、「庭園等」、「農園等」では、当

該範囲に点在する樹木も面積に含めて計上しています。 

注２：「区分」は、図 6.4-4 に対応しており、「緑地面積」は、区分ごとの敷地面積、「被覆率」は、

対象事業実施区域面積（64.5ha）に対する、各区分の面積の割合です。 

注３：四捨五入の関係から合計値が合わない場合があります。 

 

 

図 6.4-4 緑化計画図 
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図 6.4-6(1) 現況（低地の樹林・畑地・草地の生態系） 

 

 

図 6.4-8(2) 施設の存在時（低地の樹林・畑地・草地の生態系） 
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図 6.4-7(1) 現況（湿性低地･河川の生態系） 

 

 

図 6.4-7(2) 施設の存在時（湿性低地･河川の生態系） 
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畑地・草地 落葉広葉樹林（コナラ群落） 

低地の樹林・畑地・草地の生態系 

(2)谷戸地域 瀬谷市民の森 (1)人工的土地利用域 (3)樹林が点在する広大な草地域 (4)和泉川源流域 

湿性低地・河川の生態系 湿性低地・河川の生態系 

低地の樹林・畑地・草地の生態系 

畑地・草地 落葉広葉樹林（コナラ群落） 

湿性低地・河川の生態系 湿性低地・河川の生態系 

供用時 

現況 

図 6.4-8 低地の樹林・畑地・草地の生態系及び湿性低地・河川の生態系における断面模式図（施設の存在・土地利用の変化） 
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表 6.4-10(4)環境の保全のための措置 

区分 環境の保全のための措置 

【供用時】 

施設の存在・土地利

用の変化 

【和泉川源流域】 

・土地区画整理事業によって動植物の生息・生育環境が整備・創出される範囲

及びその周辺において、「横浜市森づくりガイドライン」(横浜市環境創造局

みどりアップ推進課 平成 25 年３月)を参考に、環境特性や保全対象種等に

合わせた維持管理計画を作成し、モニタリングによる保全対象種の確認と計

画の見直しを行うとともに、在来種の保全の観点から、注意が必要な外来種

の開花・結実時期に合わせた刈り取りや駆除等を実施し、保全・創出した環

境が継続するよう人為的攪乱も含め順応的な維持管理を行います。特に、ガ

ーデン３、４の HWL 以上の範囲には、草花や花木を主体とする植栽帯を整備

しますが、源頭部であることを踏まえ、丁寧な管理による病虫害の早期発見

や、食害に強い品種の導入等により農薬や殺虫剤、肥料の使用を極力抑える

ことで水路への溶出を避け、河川の水質への影響を最小限にします。 

【供用時】 

 施設の運営 

・屋外スポーツ施設に設置するナイター照明、駐車場及び園路に設置するポー

ル照明は、誘虫性の低い LED 照明を使用し、「光害対策ガイドライン」（環境

省 令和３年３月）を踏まえて適切な照明設備の数・配置、遮光板による配

光制御、適切な光量・光色の設定等の対策を検討し、夜間の安全な利用とと

もに、周辺の住居及び生物の生息・生育環境への光害を可能な限り抑制しま

す。また、対象事業実施区域の境界に高木を含む樹木の植栽を行うことで、

照明設備の使用による対象事業実施区域外への光漏れを軽減するなどの対

策を行います。 

 

 
注１：HWL とは、計画高水流量が河川改修後の河道断面を流下するときの水位を示します。 

図 6.4-11 土地区画整理事業が主体となり、本事業と調整を図りながら実施する 

環境保全措置及び調整池４の整備 
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